
徳島県要請

す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に
た
っ
た

働
き
方
の
実
現
を

す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に
た
っ
た

働
き
方
の
実
現
を

各構成組織から約１００人が参加

新居共闘会議議長があいさつ

春闘勝利に向け、団結一本締め

労働局要請

県内３団体に
要請書提出
─ ２０２１春闘政策・制度要求 ─

横断幕・アピールボードで県民に周知

道行く人に訴える弁士ら

春
闘
が
ス
タ
ー
ト

「
三
六
協
定
」の
大
切
さ
を
周
知

経営4団体要請

４月２４日（土）　第１期労働関係セミナー（第１回・第２回）

                      （ふれあい健康館）

４月２７日（火）  連合四国ブロック政策担当者会議

                      （高松市・Web併用）

５月　１日（土）　第92回徳島中央メーデー（御成婚広場）

◎

◎

◎

　

徳
島
県
春
闘
共
闘
会
議
は
、

２
０
２
１
年
３
月
５
日
、
あ
わ

ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
２
０

２
１
春
季
生
活
闘
争
勝
利
３
．

５
徳
島
県
総
決
起
集
会
」
を
規

模
縮
小
・
感
染
症
対
策
の
上
で

開
催
し
、
各
構
成
組
織
か
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

長
谷
女
性
委
員
会
副
委
員
長

が
司
会
を
務
め
、
辻
財
政
局
長

の
開
会
挨
拶
の
後
、
主
催
者
を

代
表
し
て
、
新
居
共
闘
会
議
議

長
か
ら
、「『
す
べ
て
の
労
働
者

の
立
場
に
た
っ
た
働
き
方
』
の

実
現
に
向
け
て
、
労
使
が
職
場

の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
取

り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
で
社

会
全
体
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
豊
か

に
な
る
方
向
へ
舵
を
切
る
こ
と

が
今
次
春
季
生
活
闘
争
の
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
我
々
労
働
組

合
組
織
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

も
あ
る
。私
た
ち
連
合
を
中
心

と
す
る
春
闘
共
闘
会
議
が
先
頭

に
立
ち
、『
底
上
げ
』『
底
支
え
』

『
格
差
是
正
』と『
す
べ
て
の
労

働
者
の
立
場
に
た
っ
た
働
き

方
』
の
実
現
を
推
し
進
め
て
い

く
」と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
島
共
闘
会
議
事
務

局
長
か
ら
「
発
足
総
会
で
確
認

さ
れ
た
２
０
２
１
春
季
生
活
闘

争
方
針
に
基
づ
き
山
場
を
迎
え

る
大
手
の
交
渉
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、①
月
例
賃
金
の
絶
対

額
の
引
上
げ
に
こ
だ
わ
り
、
名

目
賃
金
の
最
低
到
達
水
準
と
目

標
水
準
へ
の
到
達　

②「
す
べ

て
の
労
働
者
の
立
場
に
た
っ
た

働
き
方
」
の
見
直
し
の
運
動
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
中
小
・
地
場

組
合
の
早
期
妥
結
に
向
け
て
こ

の
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、
こ

こ
に
総
力
を
結
集
す
る
。」と
方

針
と
課
題
を
提
案
。

　

そ
の
後
、
田
村
民
間
大
手
部

会
部
会
長
、
原
田
徳
島
県
中
小

労
働
対
策
本
部
議
長
、
大
谷
公

務
労
協
議
長
、
松
本
中
央
地
協

副
議
長
、細
田
西
部
地
協
議
長
、

岩
佐
南
部
地
協
議
長
が
決
意
表

明
し
、小
畑
連
合
徳
島
青
年
委

員
会
委
員
長
に
よ
る
「
２
０
２

１
春
季
生
活
闘
争
勝
利
３
．５

徳
島
県
総
決
起
集
会
ア
ピ
ー

ル
」が
提
案
さ
れ
、参
加
者
全
員

の
拍
手
で
採
決
さ
れ
、
小
合
連

合
徳
島
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
と

新
居
共
闘
会
議
議
長
の
一
本
締

め
で
集
会
を
終
え
た
。

　

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
の

山
場
を
前
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を

考
慮
し
、
２
０
２
１
年
３
月
２

日
に
徳
島
労
働
局
に
10
人
、
３

月
４
日
に
経
営
４
団
体
に
７

人
、
３
月
５
日
に
徳
島
県
に
10

人
で
、
規
模
縮
小
と
時
間
短
縮

に
よ
り
要
請
を
行
っ
た
。

　

徳
島
労
働
局
へ
の
要
請
で

は
、
連
合
徳
島
か
ら
は
要
請
書

の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
徳
島
労
働
局
か
ら
取
り

組
み
の
概
要
が
報
告
さ
れ
、
働

く
者
の
た
め
の
働
き
方
改
革
を

進
め
る
た
め
に
も
、
徳
島
労
働

局
と
連
合
徳
島
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
認
識
し
、
十
分
に
連
携

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
確

認
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
労

働
問
題
へ
の
厳
格
な
監
督
指
導

の
徹
底
、
法
改
正
へ
の
対
応
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
応
に

お
け
る
中
小
企
業
の
職
場
の
現

状
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。

　

経
営
４
団
体
へ
の
要
請
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が

継
続
す
る
中
で
迎
え
る
、
２
０

２
１
春
季
生
活
闘
争
の
山
場
を

控
え
、
徳
島
県
内
労
使
の
認
識

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
口
減
少
下
に
お
け
る
徳
島
県

の
経
済
の
活
性
化
に
は
賃
金
の

引
き
上
げ
が
重
要
で
あ
り
、
労

使
が
共
通
認
識
の
下
で
交
渉
し

て
い
く
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て

要
請
し
た
。
経
営
団
体
代
表
者

か
ら
は
、
「
コ
ロ
ナ
を
は
じ
め

企
業
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し

い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
従
業
員
と

と
も
に
乗
り
切
っ
て
い
く
た
め

の
姿
勢
が
必
要
」
と
力
強
い
コ

メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
意
見
交
換

で
は
、
女
性
活
躍
推
進
の
重
要

性
に
つ
い
て
も
認
識
の
共
有
を

図
っ
た
。

　

徳
島
県
へ
の
要
請
で
は
、
連

合
徳
島
要
請
書
に
対
し
て
回
答

書
が
示
さ
れ
た
上
で
、
各
部
局

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
介

護
・
保
育
職
場
の
人
材
確
保

や
、
次
世
代
育
成
に
関
す
る
要

　

２
０
２
１
年
３
月
９
日
、Ｊ

Ｒ
徳
島
駅
前
で
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ

コ
ア
ゲ
応
援
団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
街
宣
行
動
を

開
催
し
、
連
合
徳
島
各
構
成
組

織
の
参
加
者
が
ア
ピ
ー
ル
ボ
ー

ド
を
も
っ
て
周
知
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
新
居
会
長

か
ら
、「
２
０
２
１
春
闘
は
、
例

年
と
は
違
い
２
つ
の
危
機
が
問

わ
れ
て
い
る
春
闘
で
あ
る
。ひ

と
つ
は
、コ
ロ
ナ
に
対
し
、命
と

暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
り
、
医
療
崩
壊
の
現
状

も
改
善
さ
れ
て
い
な
い
中
、
低

賃
金
、
長
時
間
労
働
が
多
い
と

さ
れ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
処
遇
改
善
の
必
要
性
で

あ
る
。も
う
ひ
と
つ
は
日
本
の

雇
用
が
劣
化
し
て
い
る
と
い
う

危
機
で
あ
る
。こ
の
２
０
年
間
、

日
本
の
賃
金
水
準
が
停
滞
を
続

け
て
き
た
中
で
、
欧
米
先
進
国

の
賃
金
は
日
本
の
１
・
５
倍
と

な
り
差
が
開
い
て
い
る
。過
去

７
年
間
続
け
て
き
た
賃
上
げ
の

流
れ
が
コ
ロ
ナ
で
途
切
れ
、
再

び
デ
フ
レ
の
闇
に
戻
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。コ
ロ
ナ
だ
か
ら

『
賃
上
げ
は
で
き
な
い
』と
い
う

経
営
側
の
一
言
で
済
ま
さ
れ
る

な
ら
、
賃
上
げ
の
持
続
性
が
な

く
な
り
、
賃
上
げ
に
よ
る
経
済

の
好
循
環
で
な
く
、
悪
循
環
に

陥
る
こ
と
に
な
ら
な
い
為
に
も
、

連
合
全
体
と
し
て
ベ
ア
２
％
の

賃
上
げ
を
求
め
る
こ
と
に
意
味

が
あ
る
」と
力
強
く
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
徳
島
県
中
小
労
働

対
策
本
部
・
原
田
議
長
よ
り「
企

業
規
模
間
格
差
の
是
正
」
等
に

つ
い
て
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
藤
岡
本
部
長
か
ら
は「
防

災
減
災
の
取
り
組
み
・
備
え
」

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
立
憲
民

主
党
徳
島
県
総
支
部
連
合
会
庄

野
代
表
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
徳
島
県
の
様
々
な
支
援
・

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
訴
え

集
会
を
終
了
し
た
。

請
項
目
に
つ
い
て
、
活
発
な
意

見
交
換
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

な
お
、
要
請
行
動
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
要
請
行
動
の
最
終

日
と
な
っ
た
３
月
５
日
に
開
催

し
た
２
０
２
１
春
闘
勝
利
総
決

起
集
会
で
報
告
し
た
。
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JR徳島駅前で
アピールウォーク
JR徳島駅前で
アピールウォーク

各構成組織等の協力で苗木を植樹

ＪＲ徳島駅前でアピール

各構成組織から18人が参加

島事務局長が春闘＆社会保障制度説明

新居実行委員長があいさつ

反差別研修報告する
北浦さん（自治労）

表彰状を読み上げる連合徳島新居会長

表彰状授与する労働者福祉協議会川越会長

春
闘
・
社
会
保
障
制
度
を
テ
ー
マ
に
学
習

部
落
解
放・人
権
政
策
確
立
め
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
民
運
動
を
展
開
へ

海
陽
町
大
里
海
岸
に
３
０
０
本
松
を
植
樹

│
第
41
回
部
落
解
放・人
権
徳
島
地
方
研
究
集
会
│

─ 3.8国際女性デー ─ 絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

連
合
徳
島
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

　

県
民
と
働
く
者
の
と
く
し
ま

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
、連
合

徳
島
、徳
島
県
春
闘
共
闘
会
議

は
、２
０
２
１
年
３
月
14
日
、２

０
２
１
Ｓ
ｙ
ｕ
ｎ
ｔ
ｏ
ふ
れ
あ

い
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー「
か
ぞ
く

の
ふ
れ
あ
い
」「
わ
た
し
の
ゆ

め
」絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
を
徳
島
市
万
代
町
の
特
定
非

営
利
活
動
法
人
Ｃ
ｒ
ｅ
ｅ
ｒ

（
ク
レ
エ
ー
ル
）で
開
催
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、あ
す
た
む

ら
ん
ど
徳
島
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
を
中
心
に
企
画
し
て
い

た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
昨

　

連
合
徳
島
青
年
委
員
会
は
、

２
０
２
１
年
３
月
19
日
、
労
働

福
祉
会
館
５
０
２
号
室
で
学
習

研
修
会
を
開
催
し
、
各
構
成
組

織
か
ら
18
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
青
年
委
員
会
小
畑
委

員
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛

が
続
く
中
、
青
年
委
員
会
の
活

動
に
も
影
響
が
あ
っ
た
。こ
の

よ
う
に
、
他
の
構
成
組
織
の
皆

さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
た
。こ
れ
か
ら

組
織
を
担
う
皆
さ
ん
と
一
緒
に

学
習
す
る
こ
と
で
、
今
後
も
青

年
委
員
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。」と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
連
合
徳
島
島
事
務

局
長
か
ら
「
誰
も
が
希
望
を
持

て
る
社
会
を
実
現
！
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
の
特
集

「
今
こ
そ
考
え
よ
う
！
働
く
人

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」
か

ら
給
与
明
細
で
分
か
る
社
会
保

障
制
度
と
し
て
、
給
料
明
細
の

中
で
控
除
さ
れ
る
各
種
保
険
の

内
容
を
説
明
。ま
た
、世
界
の
制

度
を
参
考
に
し
た
日
本
の
あ
り

方
に
つ
い
て
説
明
。２
０
２
１

年
度
は
中
止
し
た
。こ
の
た
め

本
年
度
は
、県
内
の
小
学
生
を

対
象
に
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
変

更
し
、県
内
か
ら
１
５
３
点
の

応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

受
賞
作
品
の
選
考
は
、画
家

の
青
木
成
実
先
生
や
連
合
徳
島

会
長
を
は
じ
め
執
行
部
、（
公

社
）徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
会
長
が
行
い
、低
学
年
の
部
・

高
学
年
の
部
ご
と
に
最
優
秀

賞
・
連
合
徳
島
会
長
賞
・
徳
島

県
労
働
者
福
祉
協
議
会
会
長

賞
・
特
選
・
夢
ふ
く
ら
む
で
賞

を
選
ん
だ
。

　

表
彰
式
開
会
に
あ
た
り
主
催

者
を
代
表
し
て
、連
合
徳
島
新

居
会
長
か
ら「
春
闘
の
時
期
に

春
季
生
活
闘
争
・
中
小
組
合
元

気
派
宣
言
を
参
考
資
料
と
し
た

講
義
で
は
、
労
働
組
合
が
知
っ

て
お
く
べ
き
法
・
制
度
を
中
心

に
説
明
を
受
け
た
。　　

　

続
い
て
、
小
畑
委
員
長
が
青

年
委
員
会
の
学
習
研
修
会
の
ま

と
め
を
述
べ
、
松
本
副
委
員
長

の
閉
会
挨
拶
と
小
畑
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

　

連
合
徳
島
３
地
協
は
２
０
２

１
年
３
月
13
日
、
海
陽
町
大
里

海
岸
に
お
い
て
防
災
植
樹
を
行

っ
た
。組
合
員
・
Ｖ
Ｓ
Ｔ
な
ど

60
人
が
参
加
し
た
。

　

一
昨
年
の
台
風
豪
雨
で
潮
が

入
り
、多
く
の
マ
ツ
が
枯

れ
た
た
め
、い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
ら
な
い
南
海

ト
ラ
フ
地
震
や
津
波
、そ

し
て
昨
今
被
害
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
台
風
に

備
え
、防
災
の
た
め
の
植

樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協

力
し
て
い
る
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
、
防
災
研

修
会
は
中
止
と
し
、
植
樹
の
み

と
し
た
。現
地
の
大
里
集
落
の

み
な
さ
ん
が
前
も
っ
て
枯
れ
た

松
を
伐
採
す
る
な
ど
、
広
い
場

所
を
確
保
し
て
い
た
だ
い
た
。

前
日
は
大
雨
で
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
が
、
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い

と
さ
れ
る
ク
ロ
マ
ツ
を
３
０
０

本
以
上
植
え
る
こ
と
が
で
き

た
。 

　

第
41
回
部
落
解
放
・
人
権
徳

島
地
方
研
究
集
会
が
、
２
月
18

日『
す
べ
て
の
力
を
集
め
て「
部

落
解
放
・
人
権
政
策
」
を
確
立

し
よ
う
。反
差
別
・
人
権
の
確

立
・
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
た

県
民
運
動
を
展
開
し
よ
う
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
新
居
実
行

委
員
長
（
部
落
解
放
地
方
共
闘

議
長
・
連
合
徳
島
会
長
）
は
コ

ロ
ナ
感
染
者
に
対
す
る
差
別
的

書
き
込
み
が
氾
濫
し
て
い
る
。

心
無
い
行
動
を
断
じ
て
許
さ
ず

不
義
を
正
し
て
い
く
。ま
た
、狭

山
事
件
は
部
落
差
別
が
生
ん
だ

冤
罪
事
件
で
あ
る
こ
と
を
引
き

続
き
広
く
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
こ
う
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
石
川
一
雄
さ
ん
・

早
智
子
さ
ん
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
、
部
落
解
放
同
盟
中

央
本
部
・
組
坂
委
員
長
の
基
調

講
演
に
続
き
、
昨
年
実
施
し
た

「
反
差
別
研
修
・
丸
亀
」に
つ
い

て
、
自
治
労
県
本
部
書
記
の
北

浦
さ
ん
か
ら
香
川
の
解
放
運
動

の
歴
史
と
現
状
、
丸
亀
金
山
地

区
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、部
落
解
放
・

人
権
研
究
所
代
表
理
事
、
谷
川

雅
彦
さ
ん
か
ら
「
法
務
省
実
態

調
査
結
果
と
部
落
差
別
解
消
の

課
題
」と
題
し
、日
常
生
活
に
潜

む
差
別
意
識
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
部
落
差
別
の
解
消
を
す

す
め
る
新
た
な
教
育
・
啓
発
手

法
の
開
発
が
急
が
れ
る
と
訴
え

た
。

毎
年
行
っ
て
い
る
Ｓ
ｙ
ｕ
ｎ
ｔ

ｏ
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

を
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
初

め
て
開
催
し
た
が
、子
ど
も
た

ち
の
心
温
ま
る
絵
が
こ
ん
な
に

も
沢
山
寄
せ
ら
れ
、優
し
い
気

持
ち
に
な
れ
た
事
に
感
謝
す

る
。子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た

め
に
も
、県
内
で
働
く
皆
さ
ん

の
生
活
を
豊
か
に
し
て
行
こ

う
」と
挨
拶
。

　

続
い
て
、両
会
長
か
ら
表
彰

状
と
賞
品
が
各
受
賞
者
に
手
渡

さ
れ
た
。最
優
秀
賞
低
学
年
の

部
に
井
本
友
祐
さ
ん
、高
学
年

の
部
に
岡
田
杏
さ
ん
が
受
賞
。

連
合
徳
島
会
長
賞
低
学
年
の
部

に
赤
澤
穂
乃
花
さ
ん
、高
学
年

の
部
に
岡
田
奈
々
さ
ん
が
受

賞
。な
お
、連
合
徳
島
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
受
賞
作
品
と
受
賞
者

名
を
発
表
し
て
い
る
。応
募
作

品
の
作
品
展
は
、特
定
非
営
利

活
動
法
人
Ｃ
ｒ
ｅ
ｅ
ｒ（
ク
レ

エ
ー
ル
）に
て
お
い
て
４
月
４

日（
日
）ま
で
開
催
し
た
。

　

３
月
８
日（
月
）17
時
30
分
よ

り
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
に
て「
３
．

８
国
際
女
性
デ
ー
徳
島
県
集

会
」を
開
催
し
た
。本
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、街
宣
カ
ー
に

よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
の
み
と

し
、ビ
ラ
配
布
は
見
合
わ
せ
た
。

　

連
合
徳
島
藤
田
女
性
委
員
長

の
司
会
で
開
会
し
、中
野
真
由

美
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

①
徳
島
県
女
性
協
議
会
大
寺
禮

子
さ
ん
②
イ
ー
ブ
ン
ネ
ッ
ト
・

徳
島
代
表
諏
訪
公
子
さ
ん
③
部

落
解
放
同
盟
徳
島
県
連
合
会
事

務
局
長
歯
朶
山
加
代
さ
ん
④
男

女
平
等
参
画
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会

瀬
尾
規
子
さ
ん
⑤
ス
ト
ッ
プ
Ｄ

Ｖ
・
サ
ポ
ー
ト
の
会
湯
浅
真
由

美
さ
ん
⑥
徳
島
県
議
会
議
員
東

條
恭
子
さ
ん
⑦
徳
島
県
議
会
議

員
吉
田
益
子
さ
ん
⑧
ア
イ
女
性

会
議
徳
島
県
本
部
事
務
局
長
高

開
千
代
子
さ
ん
、以
上
８
人
の

弁
士
か
ら
、「
３
．８
国
際
女
性

デ
ー
」の
意
義
や
森
喜
朗
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
会

長
の
発
言
、日
本
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
の
低
さ
な

ど
に
つ
い
て
訴
え
終
了
し
た
。

連 合 徳 島 ニ ュ ー ス2021年4月5日 （2）


